
 

令和７（2025）年９月 30 日 

 
 

建築設備ソフト Rebro 版および CADWe’ll Tfas 版 

集合住宅設計 BIM データ類を本日から公開 

 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）は、「住生活基本計画（令和３年３月 19 日閣議決

定）」に定める「新技術を活用した住宅の生産・管理プロセスの DX の推進」を実現するため、工学院大

学建築学部岩村雅人教授および株式会社日本設計と集合住宅への BIM 導入による生産性向上に向けた

共同研究を実施し、その成果として、集合住宅では初となる集合住宅設計 BIM ガイドライン及びガイド

ライン準拠の BIM データ類（Autodesk Revit 版、Vectorworks 版）を令和 5 年度以来公開しています※。 

 このたびＵＲ都市機構は、新たにNYKシステムズ社製の建築設備専用３次元CADソフトウェア「Rebro」

およびダイテック社製の統合設備 CAD ソフト「CADWe’ll Tfas」による BIM データ類を作成し、令和７

年９月 30 日から公開します。Revit 版および Vectorworks 版の BIM データ類に続き、設備専門ソフトウ

ェアによる標準設備 BIM データを公開することで、設備設計の領域においても集合住宅設計への BIM 活

用を促進できると期待しています。BIM で情報を一元管理すれば、異なる専門分野でも同じプラットフ

ォームで情報共有が可能となります。 

ダウンロードは以下 URL から申し込み可能です。 

https://bim-dl.ur-net.go.jp/urbimsf/s/touroku 

【電気設備】 

 
【機械設備】 

 
 

当公開データは岩村教授の協力の下、集合住宅設計 BIM ガイドラインに沿い、作成されたものです。

ＵＲ都市機構は、集合住宅設計 BIM ガイドライン、BIM データの活用によって集合住宅分野の生産性向

上や BIM の普及・利用拡大を推進します。 



 

【参考】 

※令和５年５月 31 日 記者発表資料 

「集合住宅用途で初の設計 BIM ガイドラインを策定しました ～ガイドラインと作成した BIM デー

タ類を公開します～」 

https://www.ur-net.go.jp/aboutus/press/jni4dd0000004ysl-att/ur2023_press_0531_BIM.pdf 

 

※令和６年９月６日 記者発表資料 

「Vectorworks 版の集合住宅設計 BIM データ類を公開」 

https://www.ur-net.go.jp/aboutus/press/j2ic97000000264s-att/ur2024_press_0906_BIM.pdf 

 

【BIM とは】 

BIM（Building Information Modeling）は、コンピューター上で実物と同じような建物モデルをつく

り、より良い建物づくりに活用していく仕組みのことです。関係者間の意思疎通の円滑化、図面の整合

性確保等の効果のほか、仕様、性能情報、部材、機器情報等の属性データを保持するデータベースとし

ての活用も可能で、設計業務の効率化が期待されています。 

令和元年６月、国土交通省が「建築 BIM 推進会議」を設置し、国も BIM の普及に向けて様々な取組

みを行っています。集合住宅用途で、BIM を活用した設計業務（以下「設計 BIM」）の標準的な進め方

や BIM データとしての成果物のあり方は、引き続き検討課題です。そこで、ＵＲ都市機構は、これら

の検討課題に焦点を当て、研究によって得られた知見に基づき、設計 BIM における標準的なワークフ

ローを定めたガイドラインを策定するとともに、成果物の一例としての BIM データ類を作成、公開を

しています。 

 

 

ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホ

ルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通

して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課

題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありた

いと考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生

事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

 

https://www.ur-net.go.jp/ 

 

 

 

 

 

(お問合せ先) 

 ＵＲ都市機構  

広報課 報道担当         古檜山・大久保 （電話）045-650-0887 

技術監理部 技術統括課      菅原・渡部  （電話）045-650-0678, 045-650-0684  


